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令和５（2023）年６月 進路指導部発行  

 

 保護者の皆様には、日頃から進路指導に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 今回の「進路だより」号外は、卒業生の現在についてお知らせします。参考になさってください。 

《ケース１》 就職（一般企業）と同時にグループホーム（GH）の利用を始めた卒業生 

在校時（実習）の状況 現況 考察 

・自宅から10㎞以上離れた企業に

自転車で通い実習した。 

・家庭環境の理由から、卒業と同

時にアパートで単身生活をするこ

とを希望していたが、支援者の必

要性を考慮し、GHを勧めた。 

・GH の環境が合わず、退所して自

宅に戻っている。 

・運転免許を取得し、家族の車を

使って通勤している。 

・仕事ぶりは素晴らしく、課長から

も褒められている。 

・GH は「受給者証」の申請が遅れ

た関係で、見学のみで詳しい様子

が分からないまま入居したため、

本人のイメージとのギャップが大き

かった。 

・GH は早くからの入居予約はでき

ないので、話を進めていくタイミン

グが難しい。 

 

《ケース２》 福祉就労（Ａ型）利用の卒業生 

在校時（実習）の状況 現況 考察 

・就職を強く希望し、公共交通機関

で通い、繰り返し実習を行った。 

・実習前に、その都度事業所と保

護者も交えた面談を行い、家庭の

サポートの重要性を伝えた。 

・実習等を通じて課題であった態

度面で大きく成長が見られ、希望

する部署に就職した。 

・２か月が過ぎ環境に慣れてくる

と、従業員にうそをつく、反抗的な

態度をとるなどの行動が見られ始

めた。上司から追及されれば、素

直に非を認めることはできている。 

・「就労はゴールではない」という

言葉の意味を改めて考えさせられ

た。目標をもち続け、努力し続ける

ことは、誰にとっても簡単なことで

はない。 

・「A 型」は雇用契約を結ぶため、

本人にも相応の努力が求められ

る。 

 

《ケース３》 「生活介護」利用の卒業生 

在校時（実習）の状況 現況 考察 

・新規開所事業所に立ち上げ時

点から実習等を依頼し、関係作

りを始めた。 

・実習時、施設の厚意で自宅ま

での送迎をしていただいた。ま

た、短期入所も在学中から積極

的に利用した。 

・県外の施設だが、自宅までの

往復は施設の送迎を利用してい

る。保護者も「とてもありがたい」

と感謝している。 

・短期入所も継続して利用してい

る。 

・新規開所であったため、活動内

容や施設の様子が未知数で不

安はあったと思うが、保護者が

生徒の様子や施設の状況をしっ

かりと見定めたことで現在につな

がっている。 

・「施設の評判」は誰しも気にな

るところではあるが、「信頼してお

願いする」ことで安定した生活に

つながることもある。 

 


